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平
成
９
年
、
芦
城
公
園
内
の
小
松
城
三

ノ
丸
仙
叟
宗
室
屋
敷
跡
に
茶
室
「
仙
叟
屋
敷

な
ら
び
に
玄
庵
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
茶
室
は
、
加
賀
前
田
家
三
代
利
常

公
に
仕
え
た
裏
千
家
４
代
千
宗
室
の
没
後

三
百
年
を
記
念
し
、
裏
千
家
15
代
千
宗
室

（
現
在
は
大
宗
匠
・
千
玄
室
）
家
元
よ
り
小

松
市
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
利
常
公
は
、
１
６
５
２
（
慶
安
５
）
年
に

千
利
休
の
孫
・
宗
旦
の
四
男
、
仙
叟
宗
室

を
茶
道
茶
具
奉
行
と
し
て
召
抱
え
、
小
松

城
三
の
丸
に
屋
敷
を
与
え
ま
し
た
。
仙
叟

宗
室
は
、
利
常
公
が
66
歳
の
生
涯
を
閉
じ

る
ま
で
仕
え
、
そ
の
間
、
家
臣
は
も
と
よ

り
城
に
出
入
り
す
る
商
人
や
町
役
の
町
人

に
も
茶
道
を
教
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
小
松
城
下
に
茶
の
湯
が
広

ま
り
、
小
松
の
茶
道
は
絶
え
る
こ
と
な
く

受
け
継
が
れ
、
風
雅
を
愛
す
る
心
は
今
も

な
お
人
々
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
鵜
川
町
の
山
中
に
あ
る
「
遊
泉
寺
銅
山
跡

地
」
は
、
世
界
的
な
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
「
コ

マ
ツ
」
の
ル
ー
ツ
と
し
て
有
名
で
す
。

　
高
知
県
出
身
で
吉
田
茂
元
首
相
の
実
兄

に
あ
た
る
竹
内
明
太
郎
氏
は
、
こ
の
銅
山

の
本
格
的
経
営
を
行
い
、
小
松
鉄
工
所
を

経
て
「
小
松
製
作
所
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　
竹
内
氏
は
小
松
製
作
所
の
設
立
以
外
に
、

地
域
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
昭
和
14
年
に
は
竹
内
氏
の
意
を
汲

む
小
松
製
作
所
の
寄
付
に
よ
っ
て
小
松
工
業

学
校（
現
小
松
工
業
高
校
）が
設
立
さ
れ
、
平

成
23
年
に
は
創
立
90
周
年
を
記
念
し
た
「
こ

ま
つ
の
杜
」
が
開
園
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
恩

恵
は
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
銅
山
跡
の
地
元
３
町
（
鵜
川
町
・

遊
泉
寺
町
・
立
明
寺
町
）
を
中
心
に
、
遺
構

や
遊
歩
道
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
産
業
遺
産
の
充
実
に
努

め
な
が
ら
、
産
業
の
礎
と
先
人
達
の
精
神

を
後
世
に
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。
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裏
千
家
の
歴
史
に
通
じ
る

「
仙
叟
屋
敷
な
ら
び
に
玄
庵
」

後
世
に
伝
え
て
い
く

　「
コ
マ
ツ
」
産
業
の
礎

茶室「仙叟屋敷ならびに玄庵」。9つの景石を配し

て仏教の「九山八海」を表した茶庭が美しい。

茶室披き（平成9年4月）▶

　
小
松
の
中
心
市
街
地
に
は
、
約
１
１
０

０
軒
の
伝
統
的
な
建
築
様
式
を
誇
る
「
こ
ま

つ
町
家
」
が
存
在
し
、
町
人
文
化
が
栄
え
た

面
影
が
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
こ
ま
つ
町

家
認
定
制
度
」
を
導
入
し
、
歴
史
・
文
化
的

財
産
と
し
て
次
代
に
残
す
た
め
の
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ま
つ
町
家
の
多
く
は
、
建
物
の
側
面

が
隣
家
と
接
す
る
仕
様
で
、
屋
根
は
切
妻

平
入
り
の
構
造
、
通
り
に
面
し
て
は
格
子

戸
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
古
の
佇
ま
い
を
残
し
な

が
ら
、
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
町
家
も

あ
り
ま
す
。
平
成
23
年
に
改
修
工
事
を
終

え
た
「
松
雲
堂
」
は
、
か
つ
て
産
業
九
谷
と

し
て
発
展
し
た
「
ジ
ャ
パ
ン
九
谷
」
を
代
表

す
る
窯
元
の
一
つ
で
し
た
。
昭
和
初
期
の

町
家
形
式
を
そ
の
ま
ま
に
、
市
民
の
交
流

の
場
と
し
て
整
備
さ
れ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や

発
表
会
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
き
よ
き
佇
ま
い

　「
こ
ま
つ
町
家
」
の
魅
力

広がる
好奇心

平成29年

20.4万人平成21年

9.4万人

空港の国際化（国際便・国際貨物便の充実）と、観光・

ビジネスでの訪日外国人が増えています。世界とつな

がる「国際都市こまつ」は、さらに進化を続けます。
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暮
ら
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と
産
業
が
充
実

 

「
乗
り
も
の
の
動
物
園
」

　
小
松
空
港
に
航
空
プ
ラ
ザ
、
日
本
自
動
車
博
物

館
に
ボ
ン
ネ
ッ
ト
広
場
、
さ
ら
に
は
こ
ま
つ
の
杜
、

カ
ヌ
ー
競
技
場
な
ど
、
市
内
を
見
渡
す
と
様
々
な

乗
り
も
の
に
出
合
え
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。

　
想
像
力
豊
か
な
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
豊
か
な
乗
り
も
の
が
集
ま
っ
た
「
乗
り
も

の
の
動
物
園
」
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
交
通
の
利
便
性
は
も
ち
ろ

ん
、
も
の
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
至
る
ま
で
、

小
松
の
底
力
が
ど
れ
ほ
ど
優
れ
て
い
る
か
を
示
す

証
左
と
言
え
ま
す
。

　
公
共
交
通
で
は
、
電
気
の
力
で
走
る
「
宇
宙
バ
ス

こ
ま
ち
」
が
平
成
25
年
か
ら
運
行
を
開
始
し
、
小
松

空
港
と
小
松
駅
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。 

令
和
元
年

に
は
香
港
定
期
便
の
新
規
就
航
。
そ
し
て
、
令
和

５
年
に
は
北
陸
新
幹
線
小
松
開
業
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
「
乗
り
も
の
」
を
指
標
に
、
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
い
形
で
、
ワ
ク
ワ

ク
い
っ
ぱ
い
の
「
魅
力
的
な
小
松
」
の
可
能
性
を
伝

え
て
い
き
ま
す
。

間
も
な
く
北
陸
新
幹
線
も

平
成ク
ローズアップ
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